
平成２９・３０年度 深谷市教育委員会委嘱研究 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深谷市立幡羅中学校におかれましては、平成２９・３０年度の２年間にわたり、深谷市教育委員会の研究委嘱

を受け、『自ら学び、確かな学力の定着を図る指導法の研究～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善

～』を研究主題として研究を進め、その成果をここに発表されますことに、心から敬意を表します。 

 深谷市教育委員会では、郷土の偉人渋沢栄一翁の心を受け継ぐ教育を推進するために、「立志と忠恕の深谷教育

プラン～第２期深谷市教育振興基本計画～」を策定しました。その中では、「確かな学力と自立する力の育成」を

基本目標に掲げ、「未来を切り拓くための確かな学力の育成」を図るために、各学校が創意工夫ある教育活動を展

開できるよう努めているところです。 

 幡羅中学校では、自校の特色を活かしながら、生徒の学習効果を高める教育活動の工夫や、考えを深められる

対話型の学習形態を取り入れた授業実践に取り組んでいただきました。これらの取組により、生徒に基礎・基本

を確実に定着させるとともに、学習意欲を高め、学力向上の大きな成果に結びついたと確信しております。 

 各校におかれましては、本研究の実践と成果を自校の教育活動の更なる充実につなげていただくことを御期待

申し上げます。 

 結びに、幡羅中学校の研究に際し、御指導、御支援をいただきました先生方に厚く御礼申し上げますとともに、

島﨑校長先生をはじめ幡羅中学校の先生方の御努力と、様々な面において支えていただきました保護者、地域の

皆様の御支援に深く感謝申し上げ、あいさつといたします。 

 

 

平成２９、３０年度にわたり、深谷市教育委員会より研究委嘱をいただき、「自ら学び、確かな学力の定着を図

る指導法の研究～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善～」を研究主題として全ての教科において

研究に取り組んでまいりました。折りしも学習指導要領の改訂を迎え、改めて「知識及び技能」、「思考、判断力、

表現力等」｢学びに向かう力、人間性等」の三つの資質・能力の育成を目指すことが求められています。本校の研

究の最大の特色は、 ①「主体的･対話的で深い学び」の視点での授業改善をいかに進めるかです。さらにその土

台として ②「非認知能力（自制心、自己効力感、勤勉性、やり抜く力）」を向上させることで学力を向上させる。 

③「学級経営」がよいほど「主体的･対話的で深い学び」の実現がしやすく、生徒たちの「非認知能力」「学習方

略」が伸びるという、埼玉県学調の分析結果にそって研究を進めて参りました。本校の研究では「授業改善」は

もとより「学級経営」「各学校行事や部活動等」の充実は不可欠であり教育活動全体での研究となっております。

本日はその取組の一端を発表させていただきます。 

結びにあたり、本研究の推進にあたり、ご指導･ご支援をいただきました深谷市教育委員会の先生方をはじめ多

くの先生方に厚く感謝申し上げ、挨拶と致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１１月１５日（木） 

 

 

深谷市立幡羅中学校長 島﨑 祐子 

深谷市教育委員会教育長 小栁 光春 

あいさつ 



 

 

 

 

学習指導要領の改訂によって、教科をこえて育成すべき資質や能力の三つの柱「知識及び技能」「思考

力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」を踏まえ、全ての教科において、授業を改善して

いく必要がある。全ての教職員で「何のための学ぶのか」という各教科等を学ぶ意義を共有する。「どの

ように学ぶのか」については主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して授業の質を高

め、「何ができるようになるか」では、生徒に身につけさせたい資質･能力を育むことが求められている。 

本研究を通して、次の時代に生かせる学びを目指して、全ての教科で主体的・対話的で深い学びの視

点に立った授業改善を行い、本校としてのスタイルを確立していくことを目指したい。 

 仮説１ 仮説２ 仮説３ 

内 

容 

複数の基礎的・基本的な知識・

技能を組み合わせて活用するこ

とをねらった課題を意図的に単

元に設定し、生徒に身につけさ

せたい知識・技能を整理しなが

ら授業実践を行っていくこと

で、生徒の多面的で深い理解に

つながるのではないか。 

他者との協働・相互作用を

ねらった課題を意図的に単

元に設定し、対話的な学習

形態を導入することで、生

徒の主体性や学ぶ意欲を伸

ばしたり、対話的で深い理

解につながったりするので

はないか。 

基礎的・基本的な知識・技

能の定着や習得を、家庭学

習を中心に進めることで、

授業において活用や探究

を念頭に置いた深い学び

を実践することができる

のではないか。 

手
立
て 

〇単元のゴールから全体を設

計する 

〇身につける内容のつながり

を考える 

 

〇意図的な発問で生徒の思

考を促す 

〇考えを人に伝えたくなる

場面の設定 

〇考えを交換しやすい形態

を工夫する 

〇深谷市授業スタンダード 

〇既習事項の振り返り 

〇毎時間の振り返り 

〇家庭学習の充実 

 

＊埼玉県学調の分析結果から、①「非認知能力（自制心、自己効力感、勤勉性、やり抜く力）」を向上

させることで学力を向上させる。②「学級経営」がよいほど「主体的･対話的で深い学び」の実現

がしやすく、生徒の「非認知能力」「学習方略」が伸びる、という視点で研究を進めてきた。生徒

の非認知能力を高めることで学習効果がさらに高まると仮説を立て、非認知能力を高めていく手立てを、

上記の仮設・手立てとともに、重要なポイントとして、教育活動全体を通して研究してきた。 

 

 

 

校長・教頭

授業実践部

学習環境部

資料データ部

研究推進部会

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善～ 
自ら学び、確かな学力の定着を図る指導法の研究 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇単元のゴールから全体を設計する 

「パフォーマンス課題の設定」 

〇身につける内容のつながりを考える 

「既習内容の見通し」 

「何を学ばせるか」 

学習内容の整理(仮説１) 

〇意図的な発問で生徒の思考を促す 

「練り上げ型の設定」 

〇考えを人に伝えたくなる場面の設定 

〇考えを交換しやすい形態を工夫する 

「対話型の学習形態」 

 

〇既習事項の振り返り 〇毎時間の振り返り 〇家庭学習の充実 

「課題提示の工夫と自主学ノート」 「深谷市授業スタンダード」  

仮説３：学びの定着 

学びの土台づくり 

「どう学ばせるか」 

主体的・対話的で深い学び(仮説２) 

〇何事にも粘り強く、意欲的に取り組む生徒 〇達成感・自信を持ち生き生きと活動する生徒 

「日本一を目指すあいさつ運動」「くつそろえ運動」「全身で表現できる合唱」「熱心な部活動」 

「地域に感謝・貢献・元気プロジェクト」「学級対抗行事で高める団結力」 

「補充学習の充実」「生徒の活躍が見える掲示」 

「１人１人の活躍を認め合える学級経営」 

生き生きと活躍できる学校 

「何ができるようになるか」 

生徒に身につけさせたい資質・能力 

 



【 授業実践部の取組 】 

 

 

 

  

  

 

  

 

単元の各時間における課題とまとめ。 

単元全体の見通しを持ちながら、各時

間の指導に当たれるようにする。 

単元のゴール(パフォーマンス

課題)から単元全体を見通す。 

「練り上げ」とは、生徒が自力解決で得た

考えを集団の中で確認、共有し、さらに比

較、検討する学習活動のことである。 

④深谷市授業スタンダードの活用 

①単元デザイン ②練り上げ型の設定 ③対話型の授業形態 

 

 



【 学習環境部の取組 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本一のあいさつ運動と Happy Wednesday 

 

くつそろえ運動 

 

生徒の活躍が見える掲示（職員室前） 

 

熱心な部活動 

 

地域へ感謝・貢献・元気プロジェクト（サクラソウを地域へ・中山道 CC） 

 

学級対抗行事 

(体育祭・音楽会・○○杯) 

 

活躍を認め合える 

 学級経営 

 

補充学習の充実 

 

○○杯とは、

クラス対抗全

員縄跳び、駅

伝、漢字や数

学の計算問

題など 



【 資料データ部の取組 】 

 資料データ部では、生徒の実態を把握するために、全国及び埼玉県学力・学習状況調査

の結果や、生徒・保護者アンケートの結果の分析を行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現３年生の３年間の平均正答率の推

移を表している。各教科とも深谷市、

埼玉県の平均を大幅に上回る結果と

なっており、特に数 

学においては、２年 

時では１０ポイント 

以上高くなっている。 

 

 

 

 

各教科におい

て授業の指導

方法や形態の

工夫を行った

結果、既習事項

を日常生活の

事象の中で活

用しようとす

る力や、自分の

考えを自分の

言葉で説明す

る力をつける

ことができて

いる。 

『理科の授業で自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したりしていますか。』 
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全国 埼玉県 幡羅中

 

『数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか。』 

 

「当てはまる」・「どちらかといえば当てはまる」と回答した生徒の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえば当てはまる」と回答した生徒の割合 

 

◇埼玉県学力・学習状況調査の平均正答率◇ 

（１）平成３０年度全国学力・学習状況調査より 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営の充実

や「主体的・対話

的で深い学び」

の実践により、

「自制心」や「勤

勉性」などの『非

認知能力』が高

まってきてい

る。非認知能力

の高まりも、学

力向上の一因と

考えられる。 

                 自分の考えを伝えることができているか？』 

主体的・対話的

で深い学びの授

業改善を全教科

で実践すること

により、他者と

ともに学び、自

分の考えを他者

に伝えることが

できるようにな

ったと感じる生

徒が増えたと考

えられる。 

 

『グループ活動にて、先生の話や友だちの発表をしっかり聞き、 

 

                 
自分の考えを言葉で

述べたり、説明したりす

る学習過程を意図的に

設定したことで生徒が

より深い学びができる

ようになったと考えられ

る。今後も、根拠を明

確にして発表したり、記

述したりできるように取

り組んでいく。 

当てはまる…４  どちらかといえば当てはまる…３ 

どちらかといえば当てはまらない…２  当てはまらない…１ 

としたときの平均値 
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67.2

65.2
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Ｈ２９ ２年 Ｈ３０ ３年 Ｈ３０ 埼玉

『きちんと話を聞かなければいけないときにぼんやりしていた。（自制心）』 

 

82.9
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『自分がやるべきことにはきちんと関わります。（勤勉性）』 

「当てはまる」・「どちらかといえば当てはまる」と回答した生徒の割合 

「当てはまらない」・「どちらかといえば当てはまらない」と回答した生徒の割合 

（２）平成３０年度埼玉県学力・学習状況調査より 

（３）生徒アンケートより（全学年） 

（４）保護者アンケートより（全学年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 
○単元の全体を評価できる問題を設定し、単元デザインを考えながら授業をするので、１つ１つの   

 知識・技能の定着を確実に進める工夫ができた。 

○ＡＬ型の授業を展開するときには、練り上げの型を考 

 え、意図的な発問をすることで、生徒の思考がねらい 

 に向かって収束していった。生徒は活動した充実感を 

 得ながらも、教師の意図した授業展開ができた。 

○研究を通して、各学年の活動や各教科の取り組みを 

 整理することができた。整理した内容をもとに、より 

 良い実践に高めることができた。 

○全国学力・学習状況調査の結果を全国や県と比較する 

 と、どの教科においても高い正答率となっていること 

 がわかった。 
 
【今後の課題】 
◆研究で取り組んだ様々な実践(単元デザインや授業改善)を継続的に行い、より良い実践につなげ 

 ていく。 

◆生徒の実態に即して、基礎的基本的な内容の定着が必要な単元と授業形態の工夫が有効な単元を 

 検討し、単元デザインを考えていく。 

◆生徒同士の交流をより良いものにしていくために、話し合い方の指導にも力を入れていく。 

全国学力・学習状況調査 教科別平均正答数 

幡羅中  

埼玉県  

全国   

【研究に携わった教職員】 

平成３０年度 

校長：島﨑 祐子  教頭：金子 宏       橋本 正之  剱持 豊広  金井 典子 

宇野 文博  長谷川 守  伊藤 美香  増田 祥子  塚越 善博  岩田健太郎 

高橋 伽奈  印東 公民  久保 賢一  戸井田恵子  松﨑 祐果  高橋 真也 

高野 光子  高橋 健悟  内田 俊夫  根岸 由紀  蜂巣 春香  井上 雅彦 

中谷 治美  田端 和輝  代  英敏  石川 優奈  柴﨑真奈美  森田 昌則 

小嶋 和明  若守しのぶ  石井祐美子  大嶋あずみ  井場 光一  小暮 永子 

菅沼 早苗  村岡  勉  若林 幸治  ﾏｼｭｰ･ﾏｲﾙｽﾞ･ﾜﾄｿﾝ 

平成２９年度 

校長：大澤 誠一  教頭：江田 昌弘 

堀口 貴秀  山崎 真吾  石川 裕子  木村 邦彦  大井慎太郎  松浦 佳奈 

ﾌﾐﾁｬﾝ･ﾗﾓｽ 

【ご指導いただいた先生方】 

文教大学教育学部教授   会沢 信彦 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  浦部  誠 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  栗田  賢 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  栗原 秀人 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  中井美貴子 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  山下 雅之 先生 

深谷市教育委員会学校教育課 課長補佐兼指導主事  新井 知章 先生 


